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1-(1)-①-ⅲ 妊産婦を対象とする感染予防対策の実践啓発につい

て  
                                           

１．啓発事業の趣旨                         

・ すでに市民の皆様には、“with コロナ”の考えの下、感染予防対策を徹底していただ

く趣旨で、「コロナ社会を生き抜くための皆様へのお願い」というメッセージを出さ

せていただいているところ。 
 
・ 特に妊娠中や産後の方は、感染症にかかった場合は重症化しやすいため、 

  ぜひとも、新型コロナウイルスをはじめとする感染症の予防に努めていただきたい。 
 

・ また、妊娠中や産後は、健康や育児についての疑問・不安・悩みなどを抱え込みがち。 

    そのような時には、ぜひお気軽に、市の母子健康包括支援センター等にご連絡いただ

きたい。 

・ 新型コロナウイルス感染予防のためパパママ学級などの集団形式の母子健康教育

や相談事業の開催を見合わせざるを得ない状況が続いているが、 

    その分、お一人おひとりのお問合せやご相談には、しっかりとお応えし、情報提供やご支

援をしていきたいと考えている。 
 
・ 妊産婦を対象に、手指消毒用アルコールジェルと感染症対策や相談先に関する資料を

お配りする啓発事業を始める。 

  これをきっかけに感染症を予防し、健康的な妊娠・出産・子育てを送っていただきたい。 

 

 

２．配布物、配布方法、スケジュール                 

（１） 配布物 

・ 手指消毒用アルコールジェルは、 

携帯しやすい小型容器に入ったもの。 

    容器には、感染症予防の基本である「手指を清潔に保つこと」の励行、岐阜市母子健康

包括支援センターの電話番号を記したラベルを括り付ける。 
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 ・ 一緒にお配りする感染予防や相談先に関する資料は、 

 ・ 国の新型コロナウイルス専門家会議が取りまとめた 

「新しい生活様式」の実践例と、 

・ 厚生労働省が妊婦向けに取りまとめた、 

市以外の新型コロナウイルス感染症や就労等に関する相談先を案内するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ これらを受け取っていただくことが、 

行動変容や関係機関への相談の「きっかけ」となることを願っている。 

 

 

（２） 配布方法、開始日 

・ これらの配布は、 

 ・ 妊婦と母子保健行政の最初の接点となる、母子健康手帳を交付する時や 

・  母子健康包括支援センターにて、妊娠の方の相談に応じる時や 

・  お子さんが誕生されてから４か月以内に行っております乳児家庭全戸訪問の時 

 などに、 

 直接お会いし留意点をお伝えしながらお渡しする。 

 

 

（３） 事業開始日 

・ ６月１５日から、この事業をスタート。 

 

 

“with コロナ”、「コロナ社会」においても、安心して子どもを産み育てられる環境づくりに努め

てまいりたい。 


